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資　料

点字読み書き能力に関する縦断的研究

一点字競技会の得点を指標とした分析一

近藤一郎＊・池谷尚 剛＊＊・瀬尾政雄＊＊

　本研究では、点字競技会の成績を縦断的に分析し、学習開始時間と読み書き能力と

の関係を考察した。その結果、早期開始群は、点字の書きでは学習開始後8年目まで

は得点の向上傾向がみられた。「読み」では、12年目まで得点の向上傾向がみられた。

得点の向上傾向は各種目によって異なり、「転写」や「聴写」では個人差が大きかった。

一方、中途開始群の得点向上は、全体的に早期開始群ほど顕著ではなかった。特に「50

音」において両群の得点に差がみられたことから、中途開始群では読み、書きの練習

量が少ないことが予想された。今後はこうした点字競技会のデータを日常の点字指導

に有効に生かしていくための方法を検討していきたい。

キー・ワード：点字 読み　書き　発達　中途失明

I．はじめに

　点字の読み能力の発達について佐藤（19712）

）、佐藤・塙（19823））は、点字学習期間、学力、

知能等との相関が高いこと、晴眼児と比較する

と小学校低学年での遅れがあることを指摘して

いる。また、書き能力について瀬尾（19874））は

学習期問や筆順との関係で検討し、学習期間に

よって能力がよく伸びる時期と停滞傾向を示す

時期があること、筆順においては1～6の筆順の

者がそれ以外の筆順の者より成績が良かったこ

とを示している。これらから、読みと書きの点

字能力の発達は学習期間との相関が強く、学力

や知能さらに筆順とも関連することが示唆され

ている。しかし、これらの研究は横断的データ

を用いたものが多く、縦断的データを用いた点

字能力の発達過程に関するものは少ない。

　点字を正確かつ効率的に読み、書きするため

＊岐阜県立盲学校

榊心身障害学系

には読み、書きの速度、内容の理解度、わかち

書きをはじめとする表記法の習得度など総合的

な能力が問題となる。盲学校では、こうした点

字の基礎的な力を盲児・生が自分で客観的に確

認し、さらに点字学習への意欲を高めることを

目的として伝統的に点字競技会が実施されてき

ている。点字競技会で実施される種目は「50音」

「メ書き」「転写」「聴写」「読み」である。これ

らの種目において、点字の読み、書き速度が向

上していく過程にはそれぞれの種目によって一

定の傾向や限界があると予想されるが、このこ

とについて十分明らかにされているわけではな

い。また、盲学校では中途失明者、特に高等部

からの入学者にとって点字の学習は非常に困難

を伴い、その対応に苦慮しているのが実態であ

る。

　本研究においては、盲学校の校内点字競技会

における得点の縦断的変化を分析し、各種目別

の発達過程を明らかにすると共に、小学部段階

から点字学習を開始した者と中途失明などによ
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Table I )~~~~~~~*~i"~~E~~~B~~J~~~~~~~f~~ 

早期開始群 中途開始群

開始学年　　人数 開始年齢　　人数

1年生　　23名 16－20歳　　8名

2年生　　　1名 20－30歳　　4名

3年生　　　2名 30－51歳　　13名

4年生　　　1名

6年生　　　1名

計　　　28名 計　　　25名
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は学年の平均得点を下回っているが、点字学習

開始後1～3年程度で該当学年の平均点に近い

かそれ以上の点数をとるようになっていた。こ

の点、後述する中途開始群の得点変化とは異

なっている。

2．中途開始群

　Fig．3は中途開始群の点字学習期問と各種目

の平均得点の変化を示している。これによると、

、各種目共に点字学習期間とともに得点が向上す

る傾向を示している。しかし、いずれの種目も

学習開始1年目には早期開始群とほぼ同じかそ

れよりも高い得点を示すが、その後の得点の向

上は早期開始群ほど顕著ではない。Fig．4は早

期開始群と中途開始群のそれぞれの種目の得点

変化のようすを比較したものである。各種目別

の得点をグループ問でt検定したところ「50

音」では3年目・4年目（p＜．05）と6年目（p＜．

01）、「転写」では2年目（p＜．05）、「聴写」では

4・5年目（p＜．05）、「読み」では6年目（p＜．05）

において早期開始群の得点が有意に高いことが

示された。これに対し、「メ書き」では1年目に

早期開始群の得点が高くなり（p＜．01）、それ以

後の得点の差はみられなかった。各種目の最高

得点を1分間に読み書きした字数に換算してみ

るとTable3のようになる。

　中途失明者の点字学習の困難性については、

点字学習の時間が少ないことや学習に取り組む

意欲に問題があること（岩田，1981’））、触運動線

図形弁別能カに問題のあること（田中，19776））

などが指摘されてきている。本研究の結果から

は、点字学習初期の段階では中途開始群と早期

開始群の得点の差はなく、むしろ中途開始群の

方が高い得点を示す種目もみられた。また、単

純に6点を打つ速度（メ書き）では両群に差の

ないことが示された。しかし、同じように比較

的単純な作業である「50音」においては早期開

始群との得点差がみられた。このことから、中

途開始群では点字としての「50音」の習熟度が

低いことが推測され、読み、書きの練習量が不

足しているのではないかと考えられた。

まとめ

　本研究では、過去14年間の点字競技会の成績

をもとに、学習期問ごとの各種目得点の変化を

考察した。その結果、点字の書き（「メ書き」「50

音」「転写」「聴写」）では学習開始後8年目まで

は得点の向上傾向がみられた。「読み」では、12

年目まで得点の向上傾向がみられた。その間の

得点向上の仕方は各種目によって異なった傾向

を示すが、「転写」や「聴写」の得点は個人差が

大きく、特に「転写」は「50音」とほぼ同じよ

うな高得点を示しながら向上していくケースも

みられた。点字学習を中途開始（中学部以降）

した群の得点向上は全体的に早期開始（小学部

段階）群ほど顕著ではなかったが、「メ書き」で

は両群の得点に差がなかった。しかし、「メ書き」

同様に比較的単純な作業である「50音」におい

て両群の得点にみられたことから、中途開始群

では「50音」の習熟度が低く、読み、書きの練

習量が少ないことが予想された。

　今後の課題として、さらに観察期問を長くし

て対象者数を増やしていくこと、中途開始群で

点字学習のレディネスとの関係を明らかにする

ことがあげられる。また、これらの点字競技会

のデータを日常の点字指導に有効に生かしてい

くための方法を検討していきたい。
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A Longituditional Study of Braille 

Reading and Writing Ability 

lchiroh KONDOH, Naotake IKETANI and Masao SEO 

The purpose of this study is to investigate the performance and development of braille reading 

and writing ability in blind students. 

As the subject, 53 blind students have been given the braille ability test for the past 14 years. Early 

braille learning group (EBLG) who were 23 early blindness have started braille learning from the 

elementarly grades, Late braille learning group (LBLG) who were 25 Iate blindness have started 

braille learning from over 16 years old. Braille ability test contained five sub-tests : <<50-0n" tests the 

ability of braille writing of japanese alphabet, <<Me-gaki" tests the ability of braille writing speed, 

<'Tensya" tests the ability of braille reading to braille writing, "Tyousya" tests the ability of listenrng 

to braille writing, "Yomi" tests the ability of braille reading (reading speed). 

As the results, Early braille learning group showed that braile writing ability became increasingly 

until 8th year, and braille reading ability became increasingly until 12th year. Late braille learning 

group showed that braille reading and writing ability increased so lower performance than those of 

EBLG in all sub-test. Especially, <<50-0n" of LBLG was markadly lower performance than EBLG. 

It may indicate that they had a little excercise of braille reading and writing. 

Key Words : braille, reading ability, writing ability, development, Iate blindness 
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